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ヘルスチーム菜良の 

活動について 
これまでの活動内容 他 
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ヘルスチーム菜良とは 

• 同世代や地域住民の食生活・健康づくりを応援することを目
的に、奈良県内の４つの管理栄養士養成施設が連携した食
育ボランティアサークル 

3 

ヘルスチーム菜良キャラクター 
ミーゴちゃん 

メンバー（平成30年7月現在） 

畿央大学 35名 

近畿大学 70名 

帝塚山大学 49名 

奈良女子大学 27名 

合計 181名 

あゆみ 

平成21年10月 奈良県内4大学に結成 

平成25年11月 ヘルスチーム菜良協議会設立 

平成28年  6月 農林水産省「食育推進ボランティア表彰」受賞 



活動内容及び頻度 
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4大学連携での県・市町村や関係団体
が実施するイベント等への協力参加 

年1，2回 

各大学ごとの県・市町村や関係団体が
実施するイベント等への協力参加 

年数回 

ヘルシーランチ開発やレシピ提供など 
年間を通して
定期的に 

事業のための準備や打合せ 週1回程度 

4大学での交流・発表会 年1，2回 



食育の推進とヘルスチーム菜良の活動 

• 第3次食育推進基本計画の重点課題 
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若い世代を中心とした食育の推進① 

• 子どもたちへの食育～4大学連携によるイベント参加協力～ 

おでかけ健康フェスタ（主催：奈良県） 
 親子で答える食育クイズ 

 色合わせゲームによるバランスチェック 

 間食の摂り方に関する展示 等 
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若い世代を中心とした食育の推進② 

• 子どもたちへの食育～2大学連携によるイベント参加協力～ 

親子減塩教室（主催：奈良県） 
 親子で楽しく体験しながら学べるブース（クイズ、ゲーム、カルタなど） 

 

7 

せんとくんも
参加！ 

食生活改善推進員
さんによるみそ汁試
飲もありました 



• 子どもたちへの食育～各大学によるイベント参加協力～ 

絵本のケーキ作り（主催：橿原市） 
 絵本「ぐりとぐら」のカステラづくり 

 

 

 

奈良市食育フェスタ（主催：奈良市） 
 野菜クイズ 

 さわって当てよう 

 食育紙芝居 等 
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若い世代を中心とした食育の推進③ 



若い世代を中心とした食育の推進④ 
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• 中学生への食育 

中学校食堂で提供するメニューの共同開発 

 中学校の生徒会からの提案メニューを食堂提供用に試作 

 



若い世代を中心とした食育の推進⑤ 

• 高校生への食育 

文化祭への参加 

食や健康に関する展示 

食や健康に関するクイズやゲーム 

 

オープンキャンパス 

食育SATシステムによる栄養診断 

栄養相談 

食や健康に関する展示 

体組成測定 
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若い世代を中心とした食育の推進⑥ 

• 高校生への食育 

出張課外授業 

食事のバランス、野菜の大切さに関する授業 

（奈良県「県内大学生が創る奈良の未来事業」優秀賞による政策） 
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若い世代を中心とした食育の推進⑦ 

• 大学生への食育 

学生食堂やカフェとコラボしたヘルシーメニューの開発 
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POPで健康情
報を提供 



• 大学生への食育 

学園祭 

奈良県産の野菜を活用したスイーツやヘルシーな軽食などを販売 

 

若い世代を中心とした食育の推進⑧ 
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野菜のパウンドケーキ 

奈良女子大学 
ミラノ風春巻 

近畿大学 おからコロッケ（かぼちゃ、
プレーン、カレーチーズ
帝塚山大学 



多様な暮らしに対応した食育の推進 

こども食堂 

調理のお手伝い 

参加者との共食 
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食文化の継承に向けた食育の推進① 

• 地産地消の取組～産官との連携～ 

奈良県産品を使用した弁当等の開発 

                    （奈良県・サークルKサンクス） 
 弁当2種、おにぎり1種、スイーツ2種を共同開発 
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開発にあたり、 
企業との商談、工場見学、
学生によるプレゼン 

などを実施 



食文化の継承に向けた食育の推進② 

• 地産地消の取組～地域との連携～ 

彩マーケット・旬彩メルカート 

       （主催：奈良市） 
 野菜に関する情報の展示 

 奈良県産野菜レシピ作成配付 等 

 

ならスイーツコンテスト 

  （主催：ならスイーツプロジェクト） 
 奈良県産野菜を用いたスイーツの開発 

 奈良県の特産品PR 等 
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食文化の継承に向けた食育の推進③ 

• 地産地消の取組～地域との連携～ 

奈良市食育フェスタ（主催：奈良市） 
 食育カフェ（イベント内企画）でのスイーツ提供 

    

奈良市食育カフェ（主催：奈良市） 

 食育カフェ（飲食店等で食について考えたり体験したりする機会を提
供）でならスイーツコンテストグランプリ作品の提供 
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協力：奈良の 
うまいものプラザ 

米粉と古都華使用 



啓発媒体の作成 

高校生向け健康サポートブック 

食品表示に関するポスター 

かんたん朝食レシピ 

大和野菜レシピ 等 
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4大学交流会 

 各大学の1年間の活動発表 

 各大学で開発したスイーツ等の試食とレシピ紹介 

 今後の活動に向けた意見交換 

 レクリエーション 
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農林水産大臣表彰の 
評価ポイントは 

4大学での連携・協働でした！ 



大学生サークルによる食育活動の特徴 

【利点】 

管理栄養士養成施設で学んだ知識や技術を活用することが
できる 

大学生ならではのアイディアで若い世代にアピールすることが
できる 

【課題】 

学校行事（授業や定期試験など）との関係で活動時間に制約
がある 

毎年代表やメンバーの入れ替わりがある 
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PDCAサイクルに基づいた活動を 
さらに継続・発展させていくための 
しくみづくりの検討が今後も重要 



今後の活動予定 

大阪ガスさんとの連携 

奈良県内の小学校で実施されるエコ・クッキン
グ、和食だし体験講座への協力 

4大学交流会・学習会inハグミュージアム 
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これからも、4大学連携でお互
いに高め合いながら、管理栄
養士養成施設で得た知識や技
術と大学生ならではのアイディ
アを活かして、行政・企業・各
種団体と連携した食育実践活
動にとりくんでいきます！ 

http://kyoiku-gas.com/kyozai/docs/kyouzai-05a.pdf


自治体と連携した 

ヘルスチーム菜良の活動 
奈良市との連携事例より 
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奈良市食育ネットについて 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 

近畿大学・帝塚山大学のヘ
ルスチーム菜良が参加 



24 

H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 



「奈良市食育推進会議」の農林水産省 

平成30年度食育活動表彰受賞について 
【食育活動表彰の目的】 

• ボランティア活動、教育活動、農林漁業、食
品製造・販売等その他の事業活動を通じた
食育関係者の取組を対象として、その功績
を称えるとともに、その取組の内容を広く国
民に周知し、食育を推進する優れた事例を
全国に展開していく。 
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奈良市ホームページより抜粋 

【奈良市の受賞理由】 

• 「食育つながるネット」では、食にかかわるさまざまな業種・業態の個人・
団体と連携する際に、それぞれで「できること」「協力を求めたいこと」を
あらかじめ見える化し、参加者間で共有し、新たな食育活動につなげて
きた「先進性」と、3年間、参加者の増加を見ながら続けてきた「継続性」、
本事業を通じ、地域で、異業種連携による実践的な取組がなされてきた
「有効性」や「波及性」、「実践性」の5つの項目で、表彰審査で高い評価
を受けた。 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 

H30.7.19現在 
53団体 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 



34 

H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 
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H30.5.25 奈良市食育ネット設立総会説明資料（奈良市保健所作成）より 



奈良市食育ネット設立総会・交流会 

H30.5.25 於：奈良市保健所・教育総合センター 
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SNSを活用した情報発信 
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実践の環を広げよう 
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地域 

様々な食育の 
ニーズを抱えた 
人・組織 

様々な力（知識・ 
技術・資源）を 
持った人・組織 

コーディネーター 
（行政の食育担当課、食育推進会議、 

食育ネットワークの連携） 


